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日 時：平成２４年１１月１６日（金）１８：３０～ 

場 所：岩見沢市自治体ネットワークセンター ４階 マルチメディアホール 
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１．開  会 

○司会： 

それでは、定刻となりましたので、ただいまから「幾春別川総合開発事業の検証に係

る検討報告書（素案）に対する関係住民の意見を聴く場」を開催いたします。 

 私は、本日司会進行を務めさせていただきます北海道開発局建設部河川計画課で河川

調整推進官をやっております小林と申します。どうぞよろしくお願いします。 

 開会に当たりまして会場の皆様にお願いがございます。お持ちの携帯電話は、電源を

お切りいただくかマナーモードにしていただくようご協力をお願いします。また、公述

に入ってからのフラッシュ、照明等を使用した写真撮影、並びに傍聴席より前での撮影

はお控えいただくようご協力をお願いします。 

 なお、事務局では「関係住民の意見を聴く場」の記録のために撮影と録音を行わせて

いただくことをご了承願います。また、本日は公述を希望された方、全員お声かけをさ

せていただいておりますけれども、現在、公述人４番の方が来ておりません。公述人４

番の方につきましては最後に公述していただくこととし、それまでに来ていただければ

公述していただくことで対応させていただきたいと思います。 

 それでは、まず、お手元の資料の確認をさせていただきます。お手元には、「関係住

民の意見を聴く場次第」、その裏のほうに「関係住民の意見を聴く場の傍聴にあたって

のお願い」をお配りしております。さらに、公述人の方には「公述にあたって」と題し

ました公述の要領を配付させていただいております。 

 以上となりますけれども、資料の足りない方がいらっしゃいますでしょうか。もし不

足の方がいらっしゃいましたらお知らせください。 

 

２．挨  拶（北海道開発局） 

○司会： 

それでは、開会に当たりまして北海道開発局建設部河川計画課長の原より挨拶申し上

げます。 

○北海道開発局建設部河川計画課長： 

北海道開発局の建設部の河川計画課長をしております原でございます。本日は、お忙

しい中、「幾春別川総合開発事業の検証に係る検討報告書（素案）に対する関係住民の

意見を聴く場」ということでご参加いただきまして、ありがとうございます。北海道開

発局では、これまで幾春別川総合開発事業の検証といたしまして、平成２２年９月の国

交大臣からの指示に基づきまして同年１２月に「関係地方公共団体からなる検討の場」

というものを設置しまして、先月１０月までに計４回の検討の場を開催いたしまして検

討を行ってまいりました。 

 具体の検討につきましては、治水、利水等について目的ごとにダムを含む現計画とダ
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ム以外の対策案について幅広く検討を行いまして、概略評価による対策案の抽出、抽出

した対策案の評価軸ごとの評価、それから総合的な評価を行ってまいりました。その結

果を今回、検討報告書の素案として取りまとめましたので、関係する住民の皆様からご

意見を聴く場を設けさせていただきました。本日述べていただきましたご意見につきま

しては、後日、検討主体であります北海道開発局として考え方をお示ししたいと考えて

おりますし、検討報告書のほうにも反映させてまいりたいと考えております。 

 本日は忌憚のないご意見を頂戴したいと考えております。どうぞよろしくお願いいた

します。 

○司会： 

続きまして、本日の公述の意見を聞かせていただきます北海道開発局の出席者を紹介

させていただきます。 

 先ほど挨拶をいたしました北海道開発局建設部河川計画課長の原です。 

 札幌開発建設部長の西村です。 

 札幌開発建設部次長の石塚です。 

 

３．公述方法説明 

○司会： 

次に、公述の方法について説明いたします。 

 公述をなさる方は、あらかじめ提出していただいている意見書の範囲内で公述をして

いただきます。意見書の内容を追加説明することは構いません。公述の時間は１人当た

り１０分以内とさせていただきます。進行上、公述開始後８分を経過した時点で事務局

より１度合図させていただきます。チャイムが鳴ります。残り２分のお知らせでござい

ます。また、１０分を経過した時点で事務局より再度合図をいたします。このように２

回合図させていただきます。速やかにご意見をまとめていただくようお願いします。 

 公述の順番でございますけれども、本日、公述人５番の方が、この後、所用があるた

め時間がないということでございましたので、最初に公述人５番の方から公述していた

だき、その後は１番に戻りまして、１、２、３、４番という形で実施していただこうと

思っております。公述は、その場でお話しいただければと思います。公述につきまして

は座って述べていただいて結構でございます。 

 また、傍聴される皆様にお願いがございます。本日の「関係住民の意見を聴く場」で

は傍聴される方は意見などを述べることはできません。発言等は控えていただきますよ

うご協力願います。 

 

４．意見の公述 

○司会： 
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それでは、早速でございますけれども、これよりご意見を公述していただきます。 

 なお、円滑な運営を図るためフラッシュ、照明等を用いた撮影はここまでとさせてい

ただきます。ご協力をお願いします。 

 それでは公述人５番の方、お願いします。 

○公述人５番： 

まず、このような機会をお与えくださいまして、ありがとうございます。私、三笠市

の●●と申します。今日はよろしくお願いいたします。 

 まず、私のほうで提出いたしました水道用水、農業用水の確保のために幾春別川総合

開発事業の現計画に基づいて進める必要があるということですが、三笠を含めた中で、

今、私自身でも考えているのは水資源。生活用水も含めた中で水道用水、農業用水とこ

こではまず一つうたっていますが、どちらかというと水資源全体的なものとして考えた

際にも本事業の必要性を考えております。 

 特に、資源として考えた場合に、ちょっと世界規模の話になるのですが、今、世界的

に水というものが、今後人口が増えていく中で確実に減っていくという中で、日本、特

に三笠は石炭という一つの資源がなくなりまして、その後、産業、住民等についても衰

退の一途をたどっている町のうちの一つでございます。この中で将来的なものを考えた

場合に、当然、生活をするに当たって生活用水、農業をするに当たって農業用水、それ

も含めて世界的規模で少なくなってくる水を一つの資源としてとらえた場合に、これは

当町だけではなくて国全体のダム計画にもかかわることになるのかもしれませんが、ダ

ムというものの大切さをここ数年、私自身考えております。 

 短期的なもので考えた場合には予算ですとかそういった問題も当然発生し得る問題だ

と思いますが、あくまで公共的なもので進めるということであるならば、短期的なスパ

ンに立たずに大きい視点で１０年、２０年、昔はよく国家何十年の計という話を聞いた

ことがありますが、それぐらいのスパンに立って水を一つの資源として、三笠といいま

すか、この国には必要だと思いますので、ぜひともこの計画は行っていただきたいと思

っております。 

 それと、ここから若干かかわるかなとは思うのですが、ここ最近、ゲリラ豪雨、集中

豪雨的なものが日本でも多く、スコール的なものが発生して、それによる被害等も甚大

になっていると思うのですが、それについても、ダムというのは当然一つの水をためる

場所ですので、そういったところも含めた中でダムの必要性というものをもう一度考え

直して、ぜひともこの三笠の地に建設していただければと考えております。 

 もう一つなのですが、これは農業用水、水道用水にプラスアルファの利水の点として、

ご存じのとおり東日本の大地震発生後、私はすぐ仙台、石巻等を見てまいりました。あ

そこも国家百年の計と考えないで公共工事等を削減した結果、１００年に一遍要る防潮

堤は要らないというようなことをテレビでコメンテーターが言っていましたが、あれを
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見た後というのは多分、今後１００年、２００年のことを考えて行うべき公共工事とい

うものは当然必要になってくると思っております。短期的なスパンではなくて長期的な

スパンで考えたとしても、水資源、そして東日本大震災等から後、国のエネルギー政策

のシフトに伴いまして水力発電所等リサイクルできるいわゆるエネルギー確保のために

も、今必要だというときにそこになければ、それをまた一から組み立てるということは、

考え方も変えなければいけませんし、一から準備するとなると、またそこで検討が始ま

りまして時間のロスといいますか、そういったところのロスをはらんでいるうちに、災

害もしくは必要であるときにタイムリーに必要なものができないことになると思います。

そのための準備をしておく、何かあったときに対応をしておくというところも含めて、

私はこの幾春別川総合開発事業の中で三笠におけるダムのかさ上げ等を含めたこととい

うのは必要だと考えております。 

 １年、２年、ここ１０年、２０年というスパンで物事を三笠市民として考えずに、大

きなスパンで行っていただければと思っております。それに当たって、何とか本事業に

ついていい方向に進めていただければと考えておりますので、どうかよろしくお願いい

たします。 

 以上です。 

○司会： 

ありがとうございました。 

 続きまして公述人１番の方、よろしくお願いします。 

○公述人１番： 

このような場所で発言するという考え方は全くなかったものですから、ちょっと戸惑

っておりますけれども、今回こういう「関係住民の意見を聴く場」に出席させていただ

きまして、ありがとうございます。 

 私も三笠出身ということで、現在も三笠に在住しております。それで、このダム事業

の関係なのですけれども、今までの私たちが思っていることは、桂沢の水、三笠の水は

おいしいと。全国、九州のほうまで行って感じたことなのですけれども、三笠の水はお

いしいなと感じています。そのおいしい水、これは安全な水ということにもつながって

くると思います。それで、桂沢の水につきましては、人間にとってどうしても水がなく

ては生活できないという根っこというか、根幹のものだと思っています。そんなことも

含めまして、将来の子供、孫の時代までこの安心なおいしい水を継続してほしいなと。

そのためにもこのダム事業が必要でないかと感じています。 

 それともう一点なのですけれども、三笠の幾春別川というのは過去何回も水害に遭っ

ています。それで、今年の９月の大雨によりまして、市のほうからそのときの情報を得

たのですけれども、桂沢ダムは貯水のためにとめていたと。それで、奔別のほうから流

れてきた水によって今回、三笠の地区で水害に遭われた方があるというふうに情報が入
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っています。そんなことも含めまして、桂沢のダム、ぽんべつのダムも含めまして住民

生活の中では絶対必要なものであると。 

 それで、最近の地球温暖化による異常気象ということで、世界的には、先ほどゲリラ

豪雨とかそういうものもありましたけれども、日本各地でも非常に災害に遭っています。

そんなことも含めた中で、ダムのかさ上げ、ぽんべつダムの新設というか増設というか、

その工事を継続することによってこの地域の住民の方の生活の安心・安全、それから、

桂沢のダムの水というのは三笠、岩見沢、美唄、その住民の方が飲料水として生活して

いるということも、やっぱり一つのダムがこの地域の水資源、これはなくてはならない

ものだよということも国の皆さんにはわかっていただかなければならないかなと。 

 三笠も小さな町ですけれども、この小さな町でおいしい水を飲んで、将来の子供、孫

までおいしい水を飲ませてほしいなと。そのためにも、この幾春別川総合開発事業の推

進、継続というか、それが必要でないかと感じています。 

 取りとめのない話だったのですけれども、私の意見としてはそんなところです。 

○司会： 

ありがとうございました。 

 続きまして公述人２番の方、よろしくお願いします。 

○公述人２番： 

私は昭和４９年から三笠市のほうに居住しております。その翌年８月に台風６号の影

響で石狩川流域では多くの被害が発生しました。とりわけ三笠市においても浸水で腰ま

でつかった記憶が残っております。また、昭和５６年にも同様に台風による災害が起き

ており、その後、多少の浸水被害は発生しておりますけれども、幸いに甚大な被害には

なっておりません。しかしながら本州において毎年のように台風による被害をテレビ等

で目にするとき、全てに優っていかに安全・安心が大事であるかということを実感させ

られます。 

 特に、台風以外でも、最近は異常気象によるゲリラ豪雨や竜巻などあちこちで起きて

いるのも現実であります。また、昨年の東日本大震災による東京電力福島原子力発電所

の影響で全国的な電力不足から計画停電や節電の要請があり、電力を大量に使用する企

業には経済活動に支障が出て、日本において限られた資源を有効に利用することも求め

られています。 

 さて、幾春別川総合開発事業は、特定多目的ダムとして留萌ダムに続き平成２年、事

業着手され、官報告示後の平成６年８月に建設が始まっており、当初の完成は平成１６

年の予定でありました。この事業は、幾春別川上流の現桂沢ダムをかさ上げする再開発

のダムと、新たに奔別川上流に三笠ぽんべつダムを建設する事業であり、公共事業の見

直しによる５年ごとの事業再評価が行われ継続が妥当と判断されている中、ダム建設の

凍結のあおりを受け本体着手がストップしている状況であり、今回検討された７案のう

資料6－7



ち現計画案が妥当であり、予算がつけばいつでもダム本体に着手できる状態と考えます。

ついては、環境に配慮されたこの事業が、治水はもとより維持水量の確保により生態系

にも優しく、農業用水における渇水の解消や、おいしい水を含めクリーンなエネルギー

の水力発電など、どれをとってみても皆、流域の住民生活には必要不可欠なものと考え

ます。 

 最後に地元住民の一人として、早急に凍結を解除していただきダムが早期に完成する

ことを期待するものです。よろしくお願いします。 

○司会： 

ありがとうございました。 

 それでは公述人３番の方、よろしくお願いします。 

○公述人３番： 

よろしくお願いします。先ほど３名の公述人の方から改めてダムを推進してほしいと

いうことは、僕も同じでございます。 

 まず、この計画は必要性があって計画したと思っております。何でこういうふうな形

で見直しがされるのか、そこに僕はすごく疑問を感じております。やはり三笠の場合は、

行政も市民も含めてほとんど多数の方が賛成しております。それは、先ほど意見があっ

たように過去の水害、そして、ここ最近の異常気象、特に去年の豪雪、それと５０ミリ

の雨も降りました。過去にはないことです。この異常気象が今年だけのものとはちょっ

と考えられません。これからまだひどくなるのではないかと。そんなことを鑑みれば、

このダムの必要性というのは非常に高いものと思っております。また、今年の夏も、こ

の暑い中、渇水が、市長によると、もうちょっとで基準を超えて農業用水も足りなくな

ったという話も聞きました。そんなことを考えれば、このダムの事業というのは本当に

必要性があるのではないかと思っていますので、市民の代表としましては早く推進して

もらって、早く完成に至ってほしいと。そのように思っていますので、よろしくお願い

します。短くてすみません。 

○司会： 

ありがとうございました。 

 公述人４番の方がいらっしゃいませんが、この後、事務局のほうで対応させていただ

きまして、ご意見がございましたら電子メール等を活用した意見募集のほうに改めて提

出していただくという形で公述人４番の方については整理したいと思っております。 

 以上、本日４名の方の公述が終了いたしました。公述いただきました皆様、どうもあ

りがとうございました。 

 本日公述いただきました内容につきましては、この後、個人情報等に配慮した上で取

りまとめさせていただき、報告書や北海道開発局のホームページ等で公表させていただ

きます。その際、正確を期すために改めてご確認をお願いする場合もございますので、
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ご協力願います。 

 

５．閉  会 

○司会： 

それでは、閉会に当たりました札幌開発建設部長の西村より挨拶申し上げます。 

○札幌開発建設部長： 

札幌開発建設部長の西村でございます。本日は、どうも本当にありがとうございまし

た。本日公述いただきました４名の皆様には、大変お忙しい中ご出席いただき、ご丁寧

に、また貴重なご意見を公述していただきましたことに対しまして深く感謝申し上げま

す。 

 冒頭に司会からも話がありましたように、この場は幾春別川総合開発事業の検証に係

る検討報告書（素案）について関係住民の方々からご意見をいただく場として開催させ

ていただいております。本日の昼過ぎには学識経験を有する方々からもご意見をいただ

きました。また、今後、関係自治体や利水者の方々にもご意見をお聞きする予定になっ

ております。皆様方のご意見とあわせまして取りまとめさせていただくとともに、今後

の検討の作業の参考とさせていただくことになっております。 

 最後になりますが、本当にお忙しい中ご出席いただきご意見をいただいたことに改め

て感謝申し上げまして、簡単ではございますけれどもお礼の言葉とさせていただきます。

本日は本当にどうもありがとうございました。 

○司会： 

以上をもちまして本日の「幾春別川総合開発事業の検証に係る検討報告書（素案）に

対する関係住民の意見を聴く場」を終了させていただきます。 

 繰り返しになりますが、本日は公述いただきましてどうもありがとうございました。 
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【電子メール等で頂いたご意見】 
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